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全体要旨 

 

本報告書では、（財）セコム科学技術振興財団より研究助成の御支援を頂き、研究開

発に取り組ませて頂いた「オフィスビルのＢＣ（Building Continuity）デジタル支援

システム」の開発概要と今後の展望について報告を行う。 

「ＢＣ（Building Continuity）デジタル支援システム」とは、事業継続計画（BCP）

の遂行支援ツールとして、ＢＣ(Building Continuity：建物の適切な機能維持) に必要

な建物情報を可視化し、同時に記録するシステムである。システム構成の中核を成すの

は、建物の安全性をモニタリングするための新たな「建築コクピット」と、情報記録装

置である「Building Security Recorder（ＢＳＲ：ビルディング・セキュリティ・レコ

ーダ）」である。 

行政、経済活動の中枢を担う都市部における災害時には、直接被害と共に大きな間接

被害が発生することが予想され、間接被害の多くは建物の機能不全に起因する。阪神・

淡路大震災やニューヨークにおけるテロ(9.11)以降、危機管理手法として事業継続計画

（BCP）や事業継続マネジメント（BCM）が注目を集め、現在関連の国際標準規格化(ISO)

の検討や、国内ガイドラインの整備が進んでいる。しかしながら、例えば組織のマネジ

メントや IT システム等については様々な検討が進んでいる一方で、建物システムに関

する意識や取り組みのレベルは低く、耐震補強や非常用発電機設置、もしくは避難訓練

の必要性程度の認識であり、重要業務拠点・重要生産拠点となるその重要性に比して対

策の必要性が見落とされているのが現状である。特に非常事態発生中の建物管理方策、

また事後における状況の科学的検証方策については方法論の早急の確立が求められて

いる。 

 

そこで我々の研究グループではＢＣ(Building Continuity：建物の適切な機能維持)

という新たな概念を創出した。非常時においては、何が起きたのか、現状はどうなって

いるのか、状況を正確に把握することが重要である。しかしながら、非常時においては

様々な情報が錯綜する中で本当に必要な情報が不足し、対応にあたる人間も含め大変混

乱した状況に陥ることが想定される。そのような状況下においても、確実に Building 

Continuity を遂行できるような建物管理方策のあり方が重要になる。ＢＣデジタル支



援システムはそのための支援装置と位置づけている。 

 

本研究開発では、特にモデルビルを想定した非常時における５つのシナリオに対する

本システムの活用場面について具体の仕様を提示した。重要情報を集約・表示させ、そ

の情報がしかるべき人間によって活用されることで、建物利用可能度の診断や、機能不

全の原因把握と機能回復策の判断による迅速な応急・復旧対応を可能にし、建物利用者

の安全・安心に大いに寄与するプロセスと、そうした一連の状況とコンテクストが刻々

と時系列に沿って記録される仕組みを構築した。 

 

また、こうした建物の適切な機能維持を目的とした建築状態の信頼性評価や危機管理

のプロセス、有事の事後検証までの一連の研究は、「Building Forensics」として、建

築学における新たな学問領域と研究開発領域を開拓するものである。 

今後は本システムの社会実装を目指して引き続き研究開発を推進するとともに、ＢＣ

デジタル支援システムを備えたグレードの高い建物が不動産市場で高く評価される仕

組み作りや、建築状態に関する記録情報・エビデンスを活用した新たな災害保険制度の

構築等に向けても研究活動を展開していきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

建築状態の時間デジタル記録装置
Building Security Recorder（ＢＳＲ）

ＢＣ（Building Continuity）デジタル支援システム

ＢＳＲ

中央監視センター

防災センター

防災系統

セキュリティシステム

建物情報（CAD,CAFM）

全国瞬時警報システム
（緊急地震速報等）

免震・制振装置

管理情報（映像・音声）Ａ

建築コクピット

電力系統

給排水系統

空気調和系統

エレベータ・輸送系統

照明・コンセント系統

情報・通信・放送系統

地震計・ＳＡセンサー等

Ｂ

Ｃ

Ｄ

建築コクピット
　：情報収集と状況判断の支援システム

伝送・通信回線 各種末端センサー中継機器



研究会構成 

 

本研究開発では、「ＢＳＲ研究会」を組織し、研究開発活動を推進した。歴代の研究会メン

バーを以下に記す。 

 

 

ＢＳＲ研究会 

-Building Security Recorder （ビルディング・セキュリティ・レコーダ）の開発研究- 
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